危険物試験　消防法その３
製造所の建物の構造

構造

	屋根
	不燃材料でつくる

	主要構造部

（壁・柱・床・はり）
	不燃材料でつくる

外壁は耐火構造で

	窓・出入り口
	網入りガラス

	床
	「ためます」を設ける

	地階
	設けない
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設備

	蒸気排出設備と

電気設備
	防爆構造の電気設備を

設けよう！

	静電気を除去
	設置（アース）などしよう！

	避雷設備
	危険物の措定数量が　　倍以上の所には設ける


製造所・取扱所・貯蔵所に共通の基準
1 届出をしたもの以外は取り扱わない。量も勝手に増やさない。

2 「ためます」や油分離装置に溜まった危険物は随時くみあげる。

3 危険物のくず・かす等は１日に１回以上　焼却　などで適当に処理すること。

4 危険物を保護液中に貯蔵する場合、保護液からはみ出さないようにする。

5 別種の危険物は同じ場所に貯蔵しない。

6 貯蔵所には危険物以外のものはおかない。

7 みだりに火気を使用しない。

8 危険物が残っている容器などを修理する場合、危険物を　完全に除去　した後に行うこと。

問題１・２・３
危険物の運搬に関する基準
運搬と移送とは異なる。移送はタンクローリーで危険物を運ぶこと。運搬はそれ以外のもの（トラックなど）で危険物をはこぶことである。
· 危険物取扱者は同乗しなくて良い。
積載方法の技術上の基準

1 危険物は容器に収納して積載。

2 容器は収納口を　　上方  に向けて積載。

3 容器の外部に次の事項を表示する。

(1) 危険物の品名・科学名・危険等級・水溶性

(2) 危険物の数量

(3) 収納される危険物に応じた注意事項

(4) 第４類の危険物を扱う場合は火気厳禁

運搬方法の技術上の基準

1 運搬容器がまさつ、動揺を起こさないようにする。

2 指定数量以上のものを運ぶ場合は「　危　」の標識を掲げる。

3 指定数量以上のものを運ぶ場合は、危険物に応じた消火設備を備える。

4 指定数量以上の危険物を運ぶ車を一時停止させる場合は、安全な場所を選ぶ。

問題４・５
消火設備の区分と適応性
製造所には消火設備を設置しなくてはいけないが消火設備には第１種から第５種まである。

	第１種消火設備
	○○栓設備

	第２種消火設備
	スプリンクラー設備

	第３種消火設備
	○○消火設備

	第４種消火設備
	○○大型設備

	第５種消火設備
	○○小型設備（ほかに　水・　乾燥砂　など）


· 第５消化設備を２個以上設置する施設
　移動タンク貯蔵所　・地下タンク貯蔵所

警報設備・・・事故発生時に危険を知らせる設備
指定数量の　１０　倍以上の製造所等につける。
（移動タンク貯蔵所にはつけない）
その種類
· 自動火災報知設備　　　・消防機関に放置できる電話
· 拡声装置　　　　　　　　　・警鐘　　　　　・非常ベル装置
問題６
危険物　最終回
問題１　　危険物の貯蔵・取り扱いの技術上の基準で次のうち誤っているものはどれ？
1． 危険物のくず・かす等は１日１回以上安全な場所で焼却等の処理をすること。

2． 可燃性蒸気が滞留する恐れのある場所で火花等を発する機械、器具、工具等を使用する場合は注意が必要。

3． 野外貯蔵タンク・地下貯蔵タンクまたは屋内貯蔵タンクの元弁は危険物を出し入れする以外は閉鎖しておくこと。

4． 危険物を保護液中に保存する場合は当該危険物を保護液中から露出しないようにすること。

5． 法別表に掲げる類を異にする危険物は原則として同一の貯蔵所で貯蔵しないこと。
問題２　危険物の貯蔵に関する技術上の基準で次のうち正しいものはどれか？

1． 移動貯蔵タンクの底弁は使用時以外は完全に閉鎖しておかなければならない。

2． 危険物を保護液中に貯蔵する場合は、当該危険物の一部を露出させておかなければならない。

3． 屋外貯蔵タンクの周囲に防油堤がある場合は雨水等が堤内に滞水しないように、その水抜き口を常時空けておかなければならない。

4． 移動タンク貯蔵所には完成検査済証を備え付けておく必要はないが、緊急時における連絡先を記載した書類を備え付けておかなければならない。

5． 法別表に掲げる類が異なっている危険物はそれぞれ指定数量の２０倍以下である場合を除き、同一の貯蔵所において貯蔵してはならない。

問題３　　製造所における危険物の貯蔵及び技術上の基準で正しいものは次のうちどれか？
1 許可された危険物と同じ類、同じ数量であれば品名については随時変更することができる。

2 危険物のくず、かす等は１週間に１回以上当該危険物の性質に応じて安全な場所で廃棄その他適当な処置を講じなければならない。

3 貯留設備に溜まった危険物は十分希釈して濃度を下げてから下水等に排出しなければならない。

4 屋外貯蔵タンク、屋内貯蔵タンク、地下貯蔵タンクまたは簡易貯蔵タンクの計量口は計量するとき意外は閉鎖しておかなくてはならない。

5 廃油等を廃棄する場合は焼却以外の方法で行わなければならない。
問題４　危険物の運搬について正しいものはどれ？
1． 危険物を運搬する場合は、容器、積載方法及び運搬方法について基準に従わなければならない。

2． 運搬する危険物が指定数量未満であっても必ず当該車両に消火設備備え付けなければならない。

3． 類を異にする危険物の混載はすべて禁止されている。

4． 運搬する危険物が指定数量未満であっても、必ず当該車両に「危」の標識を掲げないといけない。

5． 危険物と混載を禁止されている物品に高圧ガスは含まれない。

問題５　危険物の運搬について次のうち間違っているものはどれ？

1． 運搬容器は収納口を上方に向けて積載しなければならない。
2． 容器の外部には原則として危険物の品名・数量等を表示して積載しなければならない。

3． 指定数量以上の危険物を運搬する場合は「危」の標識を掲げないといけない。
4． 危険物または危険物を収納した運搬容器が著しい動揺を起こさないように運搬しなければならない。

5． 指定数量の１０倍以上の危険物を車両で運搬する場合は所轄消防署長に届け出なければならない。
問題６　消火設備の区分に関する記述で間違っているものはどれか？
1． 屋外消火栓設備
第１種消火設備

2． 泡消火設備
第２種消火設備

3． ２酸化炭素消火設備
第３種消火設備

4． 泡を放射する大型消火設備
第４種消火設備

5． 乾燥砂
第５種消火設備

床面積　１０００㎡　以下








壁は燃えない素材で





ためます（こぼれた油をためる）





混載できる組み合わせ


第４類　○　第２・３・５　類


　　　　×　第１・６　類





ただし指定数量の１／１０以下のものは混載しても良い





網入りガラス





３ｍ以下








